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未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に 

　
　
誇
れ
る
足
立
区
の
構
築
を
！ 

自
由
民
主
党 

渡
辺
　
ひ
で
あ
き
　
議
員 

東
西
に
か
け
て
区
の
中
央
を
通
る
258
号
線 

と
綾
瀬
川
に
架
け
る
橋
の
早
期
建
設
を
！ 

 

自
由
民
主
党 

　
　
　
鹿
浜
　
清
　
議
員 
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国
が
展
開
す
る
東
京
富
裕
論
は
、
ど

こ
が
間
違
っ
て
い
る
の
か 

【
問
】
都
は
い
ち
早
く
「
財
政
力
格

差
是
正
論
」
へ
の
反
論
を
打
ち
出
し

て
い
る
。
国
が
展
開
す
る
東
京
富
裕

論
は
、
ど
こ
が
間
違
っ
て
い
る
の
か
。

【
区
長
】
こ
の
問
題
は
、
特
別
区
長

会
を
通
じ
て
国
に
反
論
し
て
い
る
。 

　
地
方
税
収
額
に
地
方
交
付
税
額
及

び
国
庫
支
出
金
等
を
合
計
し
た
財
源

を
、
人
口
で
割
り
返
し
た
場
合
、
東

京
都
は
22
位
に
過
ぎ
な
い
。 

　
ま
た
、
地
方
交
付
税
の
算
定
も
、

都
と
23
区
を
合
算
す
る
等
、
特
殊
な

方
式
で
行
わ
れ
て
い
る
。 

　
さ
ら
に
、
大
都
市
特
有
の
膨
大
な

財
政
需
要
が
的
確
に
反
映
さ
れ
て
お

ら
ず
、
妥
当
性
を
欠
い
て
い
る
。 

区
民
の
健
康
づ
く
り
の
場
と
し
て
の

公
園
整
備
を
ど
う
行
う
の
か 

【
問
】
区
民
の
健
康
づ
く
り
の
場
と

し
て
の
公
園
整
備
は
、
今
後
需
要
が

見
込
ま
れ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

【
土
木
】
２
カ
所
の
重
点
健
康
広
場

の
整
備
を
検
討
し
て
い
る
。
第
一
号

は
平
成
20
年
度
に
花
畑
公
園
に
、
続

い
て
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
展

開
し
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
の
設
置

等
、
多
く
の
区
民
が
公
園
で
健
康
づ

く
り
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。 

元
渕
江
公
園
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
が

必
要
で
は
な
い
か 

【
問
】
生
物
園
で
は
、「
光
の
祭
典
」

に
合
わ
せ
て
「
冬
の
ホ
タ
ル
の
鑑
賞

会
」
を
実
施
し
、「
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
」

を
発
行
す
る
と
聞
く
。 

　
し
か
し
、
元
渕
江
公
園
は
、
ト
イ

レ
等
の
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
が
必
要
で
は
な
い
か
。 

【
土
木
】
開
園
か
ら
30
年
以
上
が
経

過
し
て
い
る
た
め
、
今
年
度
か
ら
計

画
的
に
改
修
を
進
め
て
い
く
。 

区
立
小
・
中
学
校
の
食
品
廃
棄
物
の

リ
サ
イ
ク
ル
処
理
の
手
法
と
効
果
は
？ 

【
問
】
①
千
住
・
舎
人
地
区
で
行
っ

て
い
る
、
食
品
廃
棄
物
の
堆
肥
化
事

業
の
手
法
と
効
果
に
つ
い
て
伺
う
。 

　
ま
た
、
こ
の
事
業
は
子
供
た
ち
の

食
育
に
も
大
き
く
寄
与
す
る
の
で
、

拡
大
し
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。 

　
さ
ら
に
、
②
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
と

循
環
型
社
会
の
モ
デ
ル
事
業
を
行
う

考
え
は
な
い
か
。 

【
環
境
】
①
千
住
地
区
の
区
立
小
・

中
学
校
９
校
で
は
、
給
食
の
食
品
廃

棄
物
を
、
委
託
企
業
の
コ
ン
ポ
ス
ト

化
施
設
で
堆
肥
化
し
肥
料
と
し
て
区

内
農
家
で
使
用
し
て
い
る
。 

　
舎
人
地
区
の
古
千
谷
小
学
校
で
は
、

学
校
設
置
の
生
ご
み
処
理
機
で
乾
燥

処
理
後
、
堆
肥
化
し
、
農
家
に
提
供

す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
る
。 

　
こ
の
事
業
の
効
果
は
、
生
ご
み
の

減
量
化
と
と
も
に
、
有
機
肥
料
の
学

校
農
園
へ
の
利
用
等
で
、
児
童
の
環

境
教
育
、
食
育
に
貢
献
し
て
い
る
。 

　
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
は
、
学
校

側
の
負
担
も
生
じ
る
た
め
、
調
整
の

う
え
拡
大
し
て
い
く
。 

【
教
育
指
導
】
②
モ
デ
ル
事
業
に
つ

い
て
は
、
千
住
地
区
の
小
学
校
９
校

や
、
古
千
谷
小
学
校
の
事
例
を
参
考

に
検
討
し
て
い
く
。 

舎
人
公
園
に
建
設
す
る
野
球
場
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か 

【
問
】
舎
人
公
園
内
の
野
球
場
を
ス

タ
ン
ド
付
野
球
場
に
改
修
す
る
と
聞

い
た
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。 

【
教
育
事
業
】
成
人
野
球
に
も
対
応

で
き
る
本
格
的
な
野
球
場
建
設
の
方

針
を
庁
内
で
決
定
し
た
。 

　
都
立
舎
人
公
園
内
の
野
球
場
を
改

修
し
て
建
設
す
る
方
向
で
、
都
に
要

望
し
て
い
る
。 

中
学
校
の
放
課
後
学
習
環
境
整
備
事

業
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か 

【
問
】
平
成
20
年
度
行
財
政
運
営
方

針
で
、「
中
学
校
放
課
後
学
習
環
境

整
備
」
が
、
重
点
的
に
取
り
組
む
事

業
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
ど
の

よ
う
に
進
め
る
の
か
。 

【
教
育
次
長
】
放
課
後
、
生
徒
は
、

様
々
な
部
活
動
や
生
徒
活
動
を
行
っ

て
い
る
が
、
毎
日
、
全
て
の
生
徒
が

参
加
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。 

　
そ
こ
で
、
生
徒
が
自
分
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
合
わ
せ
て
、
授
業
の
予
習
や
復

習
が
で
き
る
よ
う
に
、
学
校
図
書
室

を
開
館
し
て
い
く
。 

　
ま
た
、
非
常
勤
の
司
書
の
配
置
等

学
校
図
書
室
の
機
能
の
充
実
と
、
学

習
参
考
書
を
は
じ
め
蔵
書
の
拡
充
等
、

学
習
環
境
を
整
備
し
て
い
く
。 

　
平
成
20
年
度
は
、
８
校
程
度
を
モ

デ
ル
校
と
し
、
そ
の
後
、
順
次
拡
大

し
て
全
校
で
実
施
し
て
い
き
た
い
。 

公
費
負
担
に
よ
る
妊
婦
健
診
の
先
行

実
施
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か 

【
問
】
平
成
20
年
度
か
ら
都
全
体
で
、

妊
婦
健
康
診
査
公
費
負
担
が
、
２
回

か
ら
５
回
以
上
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
。 

　
区
は
先
行
し
て
実
施
す
る
と
聞
い

た
が
、
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。 

【
衛
生
】
１
月
よ
り
３
ヶ
月
間
を
予

定
し
て
い
る
。
１
回
に
か
か
る
費
用

５
千
円
相
当
の
３
回
分
に
当
た
る
、

総
額
１
万
５
千
円
を
区
内
共
通
商

品
券
に
よ
り
、
健
康
推
進
課
及
び

各
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
等
の
窓
口

に
て
助
成
し
て
い
く
。 

子
育
て
支
援
を
ど
の
よ
う
に
平
準
化

す
る
の
か 

【
問
】
子
育
て
支
援
に
対
す
る
ニ
ー

ズ
も
多
種
多
様
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
支
援
も
平
準
化
さ
れ
て
い
な
い
。

今
後
、
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。 

【
子
育
て
】
認
可
保
育
園
と
比
較
し

て
認
証
保
育
所
等
認
可
外
保
育
施
設

の
保
護
者
負
担
が
大
き
い
。 

　
ま
た
、
保
育
施
設
を
利
用
す
る
保

護
者
に
比
較
し
て
、
家
庭
内
で
子
育

て
す
る
保
護
者
へ
の
支
援
策
が
少
な

い
と
い
わ
れ
て
き
た
。 

　
そ
の
た
め
、
認
可
保
育
園
保
育
料

の
見
直
し
を
す
る
一
方
、
家
庭
内
で

子
育
て
し
て
い
る
保
護
者
の
た
め
の

支
援
策
を
充
実
し
て
き
た
。 

　
今
後
と
も
、
子
育
て
支
援
策
の
バ

ラ
ン
ス
を
よ
り
い
い
も
の
に
し
て
い

く
た
め
、
継
続
し
て
努
力
し
て
い
く
。 

都
市
計
画
道
路
補
助
258
号
線
の
一
刻

も
早
い
全
線
開
通
を 

【
問
】
都
市
計
画
道
路
補
助
258
号
線

の
一
刻
も
早
い
開
通
を
待
ち
望
む
区

民
の
た
め
に
、
区
の
最
高
責
任
者
で

あ
る
区
長
が
、
交
渉
に
当
た
っ
て
解

決
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

【
区
長
】
全
線
開
通
に
は
、
区
が
綾

瀬
川
架
橋
の
事
業
認
可
を
早
期
に
取

得
し
、
事
業
を
計
画
ど
お
り
に
進
め

る
と
と
も
に
、
六
町
区
画
整
理
事
業

区
域
内
の
補
助
258
号
線
の
早
期
着
工

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。 

　
私
は
こ
の
実
現
の
た
め
に
、
都
に

対
し
強
く
働
き
か
け
、
全
力
を
挙
げ

て
取
り
組
む
こ
と
を
約
束
す
る
。 

綾
瀬
川
架
橋
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か 

【
問
】
綾
瀬
川
架
橋
の
事
業
認
可
手

続
き
を
早
急
に
進
め
る
必
要
が
あ
る

が
、
今
ま
で
の
経
緯
と
橋
の
建
設
に

当
た
っ
て
の
決
意
を
伺
う
。 

【
土
木
】
綾
瀬
川
架
橋
は
、
基
本
設

計
と
事
業
認
可
手
続
き
に
向
け
た
作

業
を
行
っ
て
お
り
、
年
度
内
に
は
事

業
認
可
取
得
の
予
定
で
あ
る
。 

　
橋
梁
本
体
の
完
成
は
、
平
成
23
年

の
早
期
を
目
指
し
て
い
る
。 

電
線
の
地
中
化
を
進
め
る
べ
き
だ 

【
問
】「
ま
ち
づ
く
り
は
道
路
か
ら
」

と
言
わ
れ
、
ま
ち
づ
く
り
の
精
神
で

も
あ
る
。
そ
し
て
、
道
路
は
都
市
基

盤
の
骨
格
で
あ
り
、
防
災
面
で
も
貴

重
な
都
市
空
間
と
な
っ
て
い
る
。 

　
す
ば
ら
し
い
景
観
と
、
安
全
で
快

適
な
空
間
を
保
っ
て
い
く
に
は
、
電

線
の
地
中
化
が
必
要
で
あ
る
。 

　
そ
し
て
、
そ
の
場
所
に
桜
等
を
植

え
れ
ば
、
環
境
に
も
配
慮
し
た
ま
ち

づ
く
り
に
な
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

【
土
木
】
都
市
計
画
道
路
の
整
備
に

あ
た
っ
て
は
、
平
成
15
年
以
降
、
新

た
に
事
業
認
可
を
取
得
し
た
も
の
か

ら
電
線
の
地
中
化
を
実
施
し
て
い
る
。 

　
ま
た
、
並
木
の
樹
種
は
、
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
等
の
意
見
も
踏
ま
え
て

決
定
す
る
と
と
も
に
、
可
能
な
限
り

緑
を
増
や
し
環
境
に
も
配
慮
し
た
み

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。 

代
表
・
一
般
質
問 当

 


